
活　動

区　分 施設の軽微な補修 活動項目 30　農用地の軽微な補修等

取　組

取組概要

ふりがな みやづみどりほぜんいいんかい ふりがな うおづしみやづ

組織名 宮津水土里保全委員会 実施場所 魚津市宮津

活動内容

背景・経緯

時期・回数

参加者

配慮事項

　鳥獣による被害は、農業だけでなく人的被害の可能性もあり、宮津地区全体の問題と考えて
いることから、農業者だけでなく非農業者にも呼びかけ、地域全体で取り組んでいる。また、必
ず複数人で作業をするようにし、安全面に配慮している。

農業者・非農業者　計38名

資源向上活動（地域資源の質的向上を図る共同活動）

鳥獣害防護柵の補修・設置

鳥獣被害防止のための防護柵の補修や設置等を行うこと。

　鳥獣被害から農地を守るため、電気柵を春に設置し、秋に撤収作業を行っている。

　平成26年頃から、宮津地区において、鳥獣被害が多く見られるようになった。特にイノシシに
よる被害が多く、毎年電気柵を設置している。

年４回（設置：７月　撤収：９月）



活　動

区　分 施設の軽微な補修 活動項目 30　農用地の軽微な補修等

取　組

取組概要

ふりがな たてやままち・かみいちまち・ふなはしむらのうそんかんきょうこうじょうほぜんかい ふりがな かみいちまちたち

組織名 立山町・上市町・舟橋村農村環境向上保全会 実施場所 上市町舘

活動内容

背景・経緯

時期・回数

参加者

配慮事項

鳥獣被害防止のための防護柵の補修や設置等を行うこと。

鳥獣害防護柵の補修・設置

資源向上活動（地域資源の質的向上を図る共同活動）

　農用地（約36ha）へのイノシシの侵入を防ぐワイヤーメッシュ柵の一部が変形していたため、
活動組織のメンバーによる点検・補修を実施し、適切に保全管理を行っている。

　鳥獣害防護柵の適切な保全管理により、イノシシによる被害が減少し、農用地が保全されて
いる。定期的に見回りを行い、必要に応じて補修等を実施している。

７月、９月、１０月（延べ日数４日）

１３名（延べ人数３６名）

　 平成29年にイノシシによる農作物被害が急増したため、ワイヤーメッシュ柵（Ｌ＝1,160ｍ）の
設置を実施した。（イノシシ被害農用地筆数：平成28年１筆→平成29年22筆）
　その後、ワイヤーメッシュ柵の破損箇所からイノシシが侵入しており、適切な維持管理が必
要であった。
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